





























































































































































































































































１ 日時 平成３０年１１月１５日（木） 第２限（９：５０～１０：４０）
２ 場所 特２B教室
























学習内容 先生の指導 生徒の活動 評価の観点
（時間）




１ 労働問題 １ ハラスメント １ 質問に答える。（空欄補充） 正解を答え
（１０分） 残業・過労死 作業をする。（図表） ることがで
非正規雇用の問題 きるか。
を説明する。 色ペンを用
２ 少子高齢化 ２ 少子高齢化に伴い労働力人口 ２ 質問に答える。（空欄補充） いて丁寧に
問題（５分） が不足することを説明する。 作業をする。（図表） 作業ができ
るか。
考察１ 今後の労働力不足をどのように解 自分の意見をプリントに記入する。 挙手をして
★今後、労働 消するかを考えさせる。 回答した生徒の意見（板書）も記 答えること
力不足をどの （AIの活用、ロボットの活用、外 入する。 が で き る
ように解消す 国人労働者の受け入れなど） か。
るか（５分）
考察２ 多くの外国人が労働力として流入 グループワーク① 積極的に活





考察３ 出てきた問題点を整理し、解決策 グループワーク② 積極的に活
★解決策 を考えさせる。 （班で意見を出し合い、大判用紙 動している
（１０分） に記入後、意見を発表する） か。
まとめ（７分） １ 日本政府が取ろうとしている対 １ 新聞記事を読む。
策（外国人受け入れ）を 説明
する。













































４ 時間配分 探求 … 約８時間 発表会 … １時間










































単 元 名 世界の宗教と生活文化
単元目標 世界の主な宗教とそれに基づく生活について調べて発表することにより、宗教の分布や特徴を理
解し、得た情報を基に他者に適切に説明したり、それを活かした活動を行うことができる。


























１ 科目名 家庭総合 （教科書『家庭総合』自立・共生・創造（東京書籍））














１ 科目名 フードデザイン 新訂版（教科書『フードデザイン』（実教出版））




















































・交換券は、校内販売のみに有効とする。 申請日 月 日
６．開始までの役割分担とチェック改善体制
・外渉（パン店との調整） …校長 ・交換券の発行、交換の審査…西山










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①ステッカー ②SDGsシール ③シール台紙 ④「八起の家」企画
⑤いろいろな授業･活動がSDGsに関係づけたこと ⑥みんなで調べて発表し合う授業
⑦SDGsコーナーの設置（ポスター掲示） ⑧「今週のイチオシSDGs」
⑨「SDGs Check」(みんなで小さい紙に書いて貼る) ⑩小学校で教える企画(2年)／SDGs最終年の2030
年にそれぞれの目標はどの程度達成されているかを構想する活動(3年) ⑪その他：[ ]
５．２．7．質問7
いまの段階での「Hibiki SDGs Project」について、あなたの感じたことや感想、意見を自由に書いてく
ださい。
ほとんど全ての生徒が「様々な諸課題を知ることができた」「みんなでたのしく学べた」「まだ続けたい」
など書いていた。一方で、一部の生徒には「生徒の間に温度差がある」「ここまで大げさにやる必要はある
のか」などの意見もあり、誰もができる限り前向きに取り組めるような配慮を続ける必要があると感じた。
典型的な記述例は次ページの通り（典型例のうち、文字が大きくて読みやすいものを取り上げた）。
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・質問７に対する２年生の自由記述（典型例）
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・質問７に対する３年生の自由記述（典型例）
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６．成果と課題
６．１．主な成果
○生徒の学習姿勢が向上し、学習結果に表れた
・学習内容がＳＤＧｓによって社会や生活の中のリアルな文脈（オーセンティック）に関連付けられ、今
学んでいることが何の役に立つものなのかという学習内容・活動の意味づけ、価値付け（レリバンス）
を高めることに効果があった。
・学習の動機付けが高まったことにより、授業等の取組の姿勢も向上し、定期考査においてＳＤＧｓと関
連のある問題の正答率はそうではない問題の正答率と比較して、大きな差が見られた。この差は、単な
る客観問題に留まらず、論述問題やパフォーマンス課題においてもはっきりとしていた。
○学びに対する自己肯定感を高められ、社会性・積極性を育むことができた
・ＳＤＧｓ学習という新しい探究活動に先駆的に取り組むことによって、次世代のフロントランナーを担
っているという意識、企業や法人との連携や小学校での学習交流を通して自分の学びが社会の役に立つ
という意識、また報道機関等による紹介によって注目が集まっているという意識が芽生え、自己肯定感
を高めると同時に社会性を高めることができた。
・新しいことに挑戦することの重要性を体感でき、積極的に取り組む姿勢を育むことができた。
○生徒同士、教職員同士、生徒－教職員相互の協働性が生まれ、響高校の一体感が感じられた
・新しい知への探究や、ハードルの高い課題への挑戦によって響高校が共通の目的に向かって一つになっ
ていく雰囲気を体感することができた。
・生徒のみならず、教職員同士の間での協働性が高まり、全職員でプロジェクトに加わって生徒を指導し
たり、アイデアを出し合うなど、協働的な場面が増えた。
○カリキュラム・マネジメントを充実させることができた
・教科横断的な取組、ハード・ソフト両面での学校全体での連携、各教科の授業や諸課題学習、校内諸活
動等の関連付けがＳＤＧｓによって無理なくコーディネートできた。
○新しい取組に柔軟にチャレンジでき、校内が活性化した。
・校内の展示や、教科横断的な学習、民間企業との連携や小学校との交流等、これまではできそうになか
ったことにもチャレンジすることができた。それにより、校内が活性化した。
６．２．主な課題
○ＳＤＧｓそのものの理解に時間がかかる
・特に校内での生徒・職員での意識共有、そして校外に対する説明では相当の苦労がある。ＳＤＧｓの社
会的な認知度の高まりも不可欠である。また、「行動へ移す」という長期的な視点も必要である。
○常に創造的・挑戦的である必要があった
・校内での理解度が高まると同時に期待も高まり、常に野心的・挑戦的な試みが追求されるところもあっ
た。本校では、基礎学習、日常的な実践がかなり徹底されていたので、プロジェクトが乱立・暴走する
ことはなかったが、少しずつ担当者の負担が大きくなっていった。
○取組みやすい教科・科目と難しい教科・科目等が見られた
・実社会や実生活に関係する教科・科目等は取組みが容易であったが、そうでない教科・科目等もあった。
ただし、数学科などでは、以前から生徒に課していた課題について、実生活と結びつけて考察させるな
ど真性の文脈に近づける試みもなされた。
○個々人の温度差が見られた
・生徒の間で、ＳＤＧｓプロジェクトに対する温度差はあり、ごくわずかではあるが、消極的な意見も見
られた。丁寧な説明や個々人へのフォローなどによる改善も必要である。
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本校キャッチコピー
Ｈｉｂｉｋｉ ＳＤＧｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ
～だれ一人取り残さない～
「ＳＤＧｓを通したカリキュラムマネジメントの試み（実践記録）」
2019/03/01版
山口県立響高等学校
所在地 山口県下関市豊浦町小串新宮15
電話 083-774-0131
本件担当：蒼 下
くさもと
